
皆様の暖かいご支援ありがとうございます。

おかげさまで、目標の半分を超えることが出来ました。

さむかわ国際交流協会が創立１０周年記念事業として、寒川在住の中学生数名をアメリカに送り、ホームステイを経験して頂くというプログラムを企画し、多くの町民の方々にご支援、ご協賛をお願いしましたところ、１月現在で、４５団体、企業及び５３名の個人篤志者から総計１０５万４千円の貴重なご協賛金を賜り、目標の２００万円の半分を突破することが出来ました。篤く御礼申し上げます。今後とも目標達成を期して、会員一同一丸となって、町民の皆様にお願いし続ける所存であります。
第一回青少年異文化交流プログラム（ＳＡＣＣＥＳＳ）参加者７名が決定しました！！
町内各中学校のご協力の下、参加者を募集し、１月１０日（土）午前１０時から総合体育館会議室に於いて、応募者の保護者を対象とした説明会を開催しました。さらに、午後１時から５人の選考委員を中心に作文審査、グループ面接とディスカッションを経て、最終的に次の７名の中学生がＳＡＣＣＥＳＳ第一回参加者として決定されました。

３月２７日の出発まで、ホームステイの心得、

簡単な英会話などの研修会を数回持ち、また

ホストファミリーとの事前のメール交換など

を重ねて、短期間に最大の成果を出せるよう、

協会スタッフ一同慎重かつ楽しくＳＡＣＣＥＳＳ

の成功を目指しています。

参加する中学生の声

　「ステートカレッジ市は全米1ストレスの少ない町

だそうです。実際にどんな町なのか、とても興味があ

ります」（ＭＭ）「本物の英語を肌で感じたい。もし言

葉が通じ、一緒に笑えたり、泣けたり出来ればすばらしい」（ＴＡ）「ホームステイを通してアメリカに新しいお友達ができればなー。それと、アメリカではどんな遊びがはやっているのか知りたい」（ＳＭ）「ホストファミリーの家族に日本のいろいろな文化を伝えてあげたい。アメリカの文化も聞き取れるように、それまで英語を勉強しておきたい」（ＳＫ）

「私は日本が大好きです。だからこそ私は外国へ行って、『外国』を肌で感じてみたいのです」（ＮＹ）　　
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　　　ＳＡＣＣＥＳＳ参加者


三沢彩花　　（寒川中学校２年）


矢沢南歩　　（寒川中学校１年）


笠谷将太　　（寒川中学校３年）


吉田裕美　　（旭が丘中学校１年）


宮川沙也香　（旭が丘中学校１年）


浅川知美　　（東中学校３年）


森谷美樹　　（東中学校３年）


※敬称略　／　申し込み順です








